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どんな障害があっても街の中で一緒に働きたい―その思いを応援します ／ こん

な仕事をやってくれる人がいたら―人手不足の職場・地域のお手伝いをいたします 

 
 
                        ② 

NO.58 2018.4.5 

① 

就労移行支援サービス事業所「世一緒」 プレオープン経て４月から開所 

▶ CONTENTS ◀  いっしょにはたらいて まちにそよかぜ―就労移行支援「世一緒」オープン １ ／就労移行支

援「世一緒」とは ２ ／職場・地域ひろがりつうしん ４ ／共同連マラソントーク ６ ／共に働く街べんきょ

う会「福祉ドレイ工場の闘い」７ ／世一緒 NOW ミニ版 8  ／カレンダー ９ ／スタッフ日記 １０ 

すいごごカフェ報告 11.22～12.20 ／ 

いっしょにはたらいて まちにそよかぜ 
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障害のある人もない人も共に働くまちづくり 

ワークオフィス 世
よ

一緒
い し ょ

 

障害者就労移行支援サービス事業所 

 

 
〇あなたの会社、お店、畑、ご自宅でお仕事体験やお手伝

いをさせていただけませんか 

〇病院、施設を利用したり、ひきこもっている方も、ちょ

っとだけ働くリハビリを始めてみませんか 

〇越谷市障害者就労支援センターを 05～14 年度担ってき

た当会が新たな支援の場を開所 
 

  
〒343-0041 埼玉県越谷市千間台西 3丁目１－１６  

☎ ０４８-９７１-８０３８        dokkoisyo3116@yahoo.co.jp 
 

 

 

3 月末の 5 日間のプレオープン期間に引き続き、ワークオフィス世一緒の前で、次の方々による地場

産野菜、有機・無農薬野菜を販売しています。お買い物がてらお立ち寄り頂ければ幸いです。ただし人気が

あるので、売り切れの場合はご容赦を。 

越谷市増森・内田さん（ほうれん草、菜花）、越谷市西新井・高橋さん（トマト、葉付き大根）、越谷市

平方・倉川さん（有機・無農薬ののらぼう菜・菜花）、越谷市・岡田さん（しいたけ）など。 

② 

mailto:dokkoisyo3116@yahoo.co.jp
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●水上公園の花壇整備、共同作業続く 

 
大雪の翌週月曜日、1 月 29 日。水上公園で花壇整備

の共同作業。花壇の半分はまだ雪をかぶっている。雪

が浅いところは水をかけて融かしたが、あとはなまじ

雪をとろうとすると花や葉を傷めるため触らず。雪が

ないところだけ、花がら摘み、除草、施肥。霜対策で

腐葉土を置く。 

  世一緒の障害者スタッフたちと 4 施設で作業。県

等が時々提供する公共の場での除草、清掃、花植え等

の作業は、みな就労系施設限定であるのに比べ、NPO

法人障害者の職場参加をすすめる会では施設種別に

こだわらず広く呼びかけている。重度者が多く施設外

就労の機会もない生活介護施設こそ、お散歩だけでな

く地域で役割を分担して働く機会を、利用者も職員も

切実に求めているのではないか 

 
●「共に働く街提言」を越谷市長に 

 

 
NPO 法人障害者の職場参加をすすめる会（山﨑泰

子代表理事）として、2 月 8 日、越谷市・高橋努市長

に「共に働く街をめざす提言」を手渡し、副市長他の

市幹部もまじえ、懇談を行った。 

 世一緒の障害者当番を務める佐藤さんが地元の小・

中学校を卒業し町工場で 10 数年働いた経験があるこ

と、ここ 10 数年職がなく、市の障害者地域適応支援

事業での職場体験をしているがとても楽しく、年間を

通してやりたいなどと語ると、市長はじめやや驚きつ

つ、笑みがこぼれた。 

十分に伝えきれたとは思わないが、当会が福祉以上

に一般の教育や産業支援を問うているらしいという

「違和感」をちょっぴり抱いていだだいたとすれば大

いによしとしよう。市との橋渡しは辻市議。お疲れ様。 

●越谷水辺の市が地域に根を 

 
毎月第 2火曜に越谷市役所東側の葛西用水ウッド

デッキで開かれている越谷水辺の市。2月 13日は少
しだけ春めいたひざしの下、久しぶりの出店者も含
めにぎわった。 
タンク☆ポップのコンサートでは画伯（写真右

下）と共に水辺ステージかぶりつきに。こしがやエ
フエムで金曜に wakkoさんがパーソナリティを務め
る番組の縁で、吉川の「金のなまず」グループが応
援に。タンク☆ポップは、森田さんのカフェ「茶の
み・すず」でライブを行うなど、水辺の市コネクシ
ョンが少しずつだが地域に根を張りつつある。 

 

●春日部市長への提言と懇談 

2月 16日、NPO法人障害者の職場参加をすすめる
会（代表理事＝山﨑泰子）として春日部市役所へ行
き、石川市長に提言を手渡した。 
直近 5年間で、市の障害者雇用はたった１人に留

まっており、30年度も採用が決まったのは 1人。す
すめる会では、幼いころから共に学び育つことや、
遅れている知的障害者や精神障害者の雇用を民間に
率先垂範して市役所が行うことの大切さなどを提言
した。 
すすめる会の団体会員である地域活動支援センタ

ーパタパタからは、越谷市で実施している市役所等
での職場実習を行ってほしいことや、市内の三州製
菓からパタパタが受託して実施している工場敷地内
の除草作業を他の施設ともシェアしたいので、市と
しても応援してほしいなどの要望が出された。同席
していただいた古澤市議お疲れ様でした。 

 ④ 

職場・地域ひろがりつうしん 
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●うんとこしょ「梅林公園に行こう」 

２月２４日、うんとこしょ―共に活きる街の介護
人養成講座、年度末を飾るお出かけ企画。梅林公園
は東武スカイツリー線の北越谷駅と大袋駅の中間地
点にある。希望をもとに、集合地点を二つの駅に分
けた。また、これまでの積み重ねを踏まえて、生活
クラブ生協越谷ブロックから参加しているメンバー
に、障害者宅まで迎えに行ったり、集合場所近くの
公共施設から車いすを借り出しに行ってもらった。 
 

●新春リサイクル着物市 

 

3 月 20 日、NPO 法人障害者の職場参加をすすめる

会の提言のラストとして、草加市・田中市長に提言を 

 

手渡した。懇談のスタイルは三市それぞれだったが、

草加では市長一人が対応し、じっくり語り合う雰囲気

となった。草加市では特別支援教育が整備された半面

で、障害のある子供たちが特別支援学校等にわけられ

ている状況が深まっているのではないかなど当会か

ら問いかけた。会員団体であるめだかの会からは、移

動支援をさまざまな障害者が使えるようにしてほし

いとの要望が出され、要項にある「市長が認めるもの」

というただし書きを活かす道についても意見交換が

なされた。議会最終日の多忙の中、仲介していただい

た関市議に感謝。 

 

●2017 年度すいごごカフェ４２回開く 

 ２月２１日、すいごごカフェは、埼玉トヨペット（株）

を退職された渡辺新一さんがゲスト。全国に例がない

本社ショールームで社員が市民団体と共に街づくり

に取り組む「はぁとねっと輪っふる」初代責任者。幅

広いつながりが面白かったし、自分の財産と語る。終

了後、花束贈呈も。2017年度始まったすいごごカフェ

は、第３水曜は仕事おこし懇談会 inこしがやのランチ

カフェうんとこしょとセットで実施され、毎回ゲスト

を招き、橋本克己画伯のミニ手話タイムもまじえ、こ

の日でついに４２回を数えた。３月、４月は、就労移

行支援事業所立ち上げ応援のためお休みし、５月から

新たに第２期すいごごカフェをスタートする予定。 

 

就労移行プレオープン・野菜セール 

 
障害者就労移行支援サービス事業所「世一緒」のプ

レオ―プン（3/26－3/30）。野菜セールの生産者は、増

森・内田さん（ほうれん草、菜花）、西新井・高橋さん

（トマト、葉付き大根）、平方・倉川さん（有機・無農

薬ののらぼう菜・菜花）、岡田さん（椎茸）など。 

職場・地域ひろがりつうしん 

●草加市長に提言、じっくり語り合う 

 

２/２５（日）～２７（火）の三日間、わらじの会・

新春リサイクル着物市が、くらしセンターべしみで

開催された。初日午前中は大入り満員。午後からも

だんだんに人が増え、写真のような盛況に。着物市

三日間の総売り上げは目標を達成したとのこと。お

疲れ様！ 

 

⑤ 
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2 日目のマラソ

ントークに吉田弘

一さん（越谷市障

害者就労支援セン

ター元所長・NPOか

がし座事務局長）

がシンポジストと

して登場します！ 
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 ② 

４月２０日（金）18：00- 

越谷市中央市民会館５F第 5会議室 

 参加費無料（カンパ歓迎） 
    終了後希望者は懇親会へ 

映画「人間を取り戻せ！ 

   大久保製壜闘争の記録」 

講演・長崎広さん（全国一般東京東部

労組副委員長・大久保製壜支部副委員長） 

 

主催・NPO法人障害者の職場参加をすすめる会 

048-964-1819（☎＆FAX） 

 

第５２回共に働く街を拓くべんきょう会 

福祉ドレイ工場の闘いー 

立ち上がった障害者たちは 
 

映画「人間を取り戻せ！ 

   大久保製壜闘争の記録」 

講演・長崎広さん（全国一般東京東部

労組副委員長・大久保製壜支部副委員長） 

⑦ 
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⑧ 

⑧ 

〇 ２０１７年度会費納入ありがとうございます 

青木繁明、阿久津康仁、浅草秀子、朝日雅也、石田貴美子、伊藤峰子、岩崎廣司、内野かず子、宇

都木章、延与早紀子、大坂富雄、大野弘幸、大塚眞盛、大政マミ、沖山稚子、尾谷英一、川口裕之、

黄川田仁志、木下 恭子、癸生川新一、小森陽子、佐藤邦弥、佐藤秀一、佐藤春江、清水泰代、鈴

木照和、荘子敏一、高瀬 勇、竹迫和子、田島玄太郎、田中利昌、谷崎恵子、巽孝子、巽優子、津

崎悦子、辻浩司、友堅由紀恵、中山佐和子、贄田俊之、西陰勲、野村康晴、橋本哲寿、長谷川顕、

原和久、原田真弓、樋上秀、日吉孝子、正木敬徳、松田和子、松田典子、松山美幸、水谷淳子、森

田譲二、谷塚祥子、山川百合子、山﨑かおる、山﨑有子、山﨑泰子、山下浩志、山田裕子、吉田久

美子、吉原広子、生活支援センター苞、CIL わらじ総合協議会、くらしセンターべしみ、春日部市

障害者生活支援センターえん、NPO 法人共に生きる街づくりセンターかがし座、NPO 法人精神障

害者の自立生活をすすめる会 

〇 ご寄附ありがとうございます。 

川瀬光子、直井利雪、田島玄太郎、土居幸仁、小倉恵子、水谷淳子、沖山稚子、イオン千間台店、

谷塚祥子、荘子敏一、小野達雄、伊藤峰子、上野豪志、田代眞一、栗原彬、山川修、清水泰代、大

塚眞盛、鈴木照和、大家けい子、山﨑泰子、蓼沼秀雄、くらしセンターべしみ、遠藤友紀恵、越野

操、荘子敏、青木繁明、林和久                    

    （以上敬称略、順不同） 
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⑨ 
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で
や
る
。 

と
に
か
く
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

し
ま
す
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山
川 

修 

 

ぼ
く
は
家
の
手
伝
い
で
、
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
と
妹
と
４
人
で
片
付
け
し
て

い
ま
す
。
ぼ
く
は
自
分
で
風
呂
掃
除
と
食

器
洗
い
と
ふ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く

も
ゆ
っ
く
り
仕
事
を
探
し
て
働
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

ぼ
く
は
世
一
緒
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山
下
さ
ん
と
内
野

さ
ん
と
山
崎
さ
ん
と
お
話
し
し
た
り
し
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ま
す
。
僕
も
越
谷
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な
る
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び
し
く
な
り
ま
す
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Ｈ
２
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年
４
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）
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ン
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越
谷
周
辺
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と
て
も
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し
か
っ
た
で

し
た
。
世
一
緒
で
水
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さ
ん
と
会
い
ま
し

た
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僕
は
水
島
さ
ん
と
仲
良
く
し
て
く
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ま
し
た
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デ
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私
は
水
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水
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し
た
り
、
顔
の
リ

フ
ト
Ｕ
Ｐ
で
７
才
若
返
っ
た
り
、
炭
酸
水 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木 

恵
美 

そ
う
じ
の
仕
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ま

だ
慣
れ
て
な
く
て
時
間
に
お
さ
れ
て
た

い
へ
ん
だ
け
ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
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に
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く
会
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た
い
で
す
。
休
み

に
遊
び
に
行
き
ま
す
。
で
は
で
は
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久
保
田 

栗
子 

１
月
３
日
水
、
佐
野
厄
除
け
大
し
み
ん

な
の
家
族
で
行
き
ま
し
た
。
佐
野
の
お
ま

い
り
を
し
て
、
さ
の
ま
る
君
の
お
土
産
を

買
い
ま
し
た
。
お
ぐ
ら
屋
佐
野
ラ
ー
メ
ン

と
ぎ
ょ
う
ざ
を
食
べ
ま
し
た
。
豊
山
裕
喜

君
と
志
乃
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
車
で
行
き

ま
し
た
。
豊
山
明
南
ち
ゃ
ん
２
才
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
佐
野
楽
し
か
っ
た
で
す
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佐
藤 

秀
一 

ぼ
く
は
、
せ
ん
げ
ん
台
の
世
一
緒
に
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
や
れ
る
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っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
、

で
き
な
い
こ
と
は
ほ
か
の
人
に
た
の
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 
当会はみなさまの会費と寄付金等により支えられています。どうぞ、ご協力をお願いします. 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 

仕
事
は
じ
め
ま
し
た 

佐
野
厄
除
け
大
し
へ 

せ
ん
げ
ん
台
の
世
一
緒 

 

場
所
が
ら
が
、
道
幅
約
１
メ
ー
ト
ル
で
し

た
。 む

か
し
警
備
員
を
十
三
年
や
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
の
仕
事
の
し
ょ
う
か
い
は

自
衛
隊
か
ら
で
す
。
む
か
し
と
っ
た
き
ね

づ
か
で
す
。
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
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石
田 

貴
美
子 

 

三
月
一
日
、
千
間
台
よ
い
し
ょ
の
面
接

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
蠣
崎
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
面
接
を
受
け
ま
し
た
。
蠣
崎
さ
ん

は
、
と
て
も
努
力
家
で
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
三
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
か
ら
、

見
習
い
で
参
加
し
ま
す
。
佐
藤
兄
弟
さ
ん

に
会
え
る
の
が
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

私
の
目
標
は
、
げ
ん
り
ょ
う
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
イ
タ
イ
の
使
い
方
を

覚
え
る
で
す
。
皆
さ
ん
に
、
ご
迷
わ
く
を
か

け
る
事
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

癸
生
川 

新
一 

よ
い
し
ょ
で
橋
本
か
つ
み
君
に
い
つ
も

さ
さ
れ
て
こ
ま
っ
て
ま
す
。
し
ゅ
わ
は
、
む

づ
か
し
い
の
で
お
ぼ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ

か
に
く
さ
む
し
り
を
や
り
ま
す
。
春
は
し

ら
こ
ば
と
の
花
う
え
が
た
の
し
み
で
す
。 

    

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」
、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
な
お
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
、
通
所
２
年
の
間
に
一
般
就
労
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。 

で
足
浴
を
し
た
り
！
と 

こ
の
体
験
が

貴
重
な
の
で
辞
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
正
月

か
ら
晴
着
も
着
ら
れ
ま
し
た
。
海
外
に
は

今
、
行
か
れ
な
い
け
ど
、
体
験
談
を
聞
い

て
、
シ
ェ
ア
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
伴
奏
依

頼
さ
れ
た
が
断
っ
た
。 

     
 
 
 
 
 
 

木
下 

義
彰 

き
ず
な
の
里
施
設
で
な
ん
と
か
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
土
、
日
し
か
外
泊
で
き
な

い
の
で
、
世
一
緒
に
行
き
皆
に
な
か
な
か

会
え
ま
せ
ん
。
残
念
‼
ま
た
声
か
け
て
下

さ
い
。 

僕
も
行
っ
て
る
時
は
あ
ま
り
感
じ
な

か
っ
た
け
ど
、
行
け
な
く
な
っ
た
ら
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ち
ど
皆
に
会

え
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
も
忘

れ
な
い
か
ら
み
ん
な
も
忘
れ
な
い
で
ね

～ 
 
 
 
 
 

ヨ
シ
ア
キ
よ
り
。 

    

 

水
島 

茂
治 

最
近
で
す
け
ど
昔
や
っ
た
仕
事
で
正

味
二
日
半
、
電
気
工
事
の
仕
事
を
て
つ
だ

い
ま
し
た
。
て
も
と
の
て
つ
だ
い
及
び
ま

わ
り
の
仕
事
、
安
全
確
保
の
た
め
で
す
。 

み
ん
な
と
会
い
た
い 

 

二
〇
一
八
年
四
月
五
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
）
増
刊 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３
‐
０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五
―
九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

⑩ 

仕
事
を
探
し
て
働
き
た
い 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

電
気
工
事
の
手
伝
い 

お
王
月
に
晴
着
を 

手
話
は
む
づ
か
し
い 
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